ねむけ、ダルさ、口の乾きの少ない鼻炎薬

ホノビエン錠をより効果的にお使いいただくために

１　　できれば花粉の飛散がひどくならないうちに

　　　服用をはじめてください。

２　　花粉の飛散が始まり、症状が出始めたら

　　　１日３回規定量、しっかり服用します。

３　　症状の有無にかかわらず３回服用します。
　　　(ひどく発症してからではどうにもならない)

４　　効き目を早くするため、また胃に負担をかけないため

　　　食後にお湯で服用してください。

５　　徳用の瓶入りをお飲みの方はお昼の分を

　　　ピルケースにいれて持ち歩き必ず服用してください。

６　　飲もうかどうか迷ったときは必ずのむこと。

７　　スッキリするまで飲みつづけても副作用の心配は要りません。

８　　流れ落ちるどうにもとまらぬ鼻水には

　　　フラーリンＡを3錠ずつ併用すると効果アップ。

９　　鼻づまり、眼のかゆみ、花粉による咳、肌のかゆみ

　　　にもそれぞれ対処法があります。

　　　是非、ご相談下さい。

１０　点鼻薬や点眼薬の併用は全く問題ありません。

１１　サンプルもございます。

　　　眠気の少ない鼻炎薬をお探しの方に是非ご紹介下さい。

　　ホノビエン錠
　　　　３６錠(４日分)　　　１，２００円

　　　　９０錠(１０日分)　　２，４００円

　　　　３００錠（３３日分）４，５００円　　大変お徳です。

　　フラーリンＡ
　　　　５４錠　　　　　　　１，０００円

　　　　３００錠　　　　　　３，７００円

　　　フラーリンＡは本来胃腸薬ですが、胃にたまっている
　　　水分の代謝を高める事によって鼻炎症状を改善しますので

　　　効能書きにこだわらず併用してください。

　　　１回3錠でいいでしょう。

　　水分の取りすぎは、水毒を招き鼻炎症状や眼のかゆみを

　　悪化させます。水、牛乳、ビール、果物、お茶などの

　　とりすぎは、是非おやめください。

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　ほんまち薬局　６４４－５８２９

